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電話（０９８）８５２－６６５５
ﾌｧｸｽ（０９８）８５２－６６５６
e -mail :nan jo@s jc.m e/jp

（８面）令和３年７月１日（木） (公社 )南城市シルバー人材センター広報 第０２７号

編

集

後

記

畑
人
（
は
る
ん
ち
ゅ
）
の

つ
ぶ
や
き
＆
至
福
の
一
杯

会
員

川
平

勇

「
な
ー
い
く
ち
ぇ
ー
な

た
が
や
ー
」
「
や
さ
や
ー

て
ぃ
ち
や
あ
ま
と
ー
ん
」

「
わ
ん
ね
ー
た
ー
ち
不

足
ど
ぉ
ー
」
な
ど
な
ど
、

と
り
と
め
の
な
い
会
話

が
交
わ
さ
れ
る
道
路
沿

い
の
圃
場
は
、
車
中
と

畑
の
中
で
遠
慮
も
な
い
。

こ
ん
な
会
話
も
「
ぬ
ー

そ
ー
が
？
」
「

わ
ん
が

そ
ー
し
解
ら
ん
な
ー
、

草
と
ぅ
取
と
ー
せ
ー

見
ー
ゆ
え
さ
に
？
」
と

ｅ
ｔ
ｃ
．

ハ
ル
サ
ー
も
身
体
に

は
難
儀
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
補
っ
て
増

昨
年
度
に
引
き
続
き

《
地
区
代
表
者
で
開
催
》

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
緊
急
事
態
が
発

出
さ
れ
、
第
５
波
も
心

配
さ
れ
る
中
、
市
民
へ

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
も
進
み
、

そ
の
効
果
を
期
待
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
会
員

の
皆
さ
ん
に
感
染
者
が

い
な
い
こ
と
に
安
堵
す

る
。
皆
さ
ん
の
予
防
意

識
の
高
さ
が
あ
れ
ば
こ

そ
か
な
？
と
思
う
。
こ

の
ま
ま
収
束
（
終
息
）

に
向
か
う
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
あ
る
。

さ
て
、
新
役
員
が
誕

生
し
た
。
奥
原
則
和
理

事
長
が
再
任
さ
れ
、
新

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

事
務
費
の
見
直
し
や

汚
泥
の
受
け
入
れ
料
金

の
見
直
し
な
ど
厳
し
い

財
政
の
立
て
直
し
も
道

半
ば
だ
。
新
規
会
員
拡

大
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
施

設
の
老
朽
化
や
、
重
要

備
品
の
劣
化
も
目
立
ち
、

課
題
も
山
積
し
て
い
る
。

新
理
事
・
監
事
の
皆

さ
ん
の
卓
越
し
た
手
腕

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

る
も
の
で
あ
る
。

中
村
正
賢

幅
さ
せ
る
さ
せ
る
「
力
」

が
「
土
」
に
は
あ
る
。

と
信
じ
て
疑
う
余
地
も

な
い
。
そ
れ
は
、
播
種
、

栽
培
管
理
、
収
穫
、
消

費
者
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
土
と
戯
れ
る
と
き
、

焦
心
も
な
け
れ
ば
焦
り

も
な
い
。
昔
の
引
き
出

し
グ
ヮ
ー
を
開
け
て
自

慢
す
る
こ
と
も
な
い
。

あ
る
の
は
、
新
芽
が
進

路
求
め
て
伸
び
る
ウ
リ

類
の
観
察
、
何
処
か
ら

来
る
の
か
わ
か
ら
な
い

赤
マ
ヤ
ー
グ
ヮ
ー
の
襲

来
、
当
初
は
美
し

す
ぎ

パート ２ (奥武方言誌より転載)

おうくゎんぬんどーぬゆれーち

奥武観音堂の由来

ふるさと

の 民 話 を
訪ねて

奥
武
島
の
お
年
寄
り
の
伝

え
話
は
こ
う
な
っ
て
い
ま

す
。
中
国
の
船
が
、
暴
風

に
遭
遇
し
奥
武
島
の
小
港

に
流
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
風
も
激
し
く

吹
き
荒
れ
、
海
も
大
き
く

荒
れ
て
い
る
嵐
の
中
を
奥

武
の
人
が
命
が
け
で
救
助

し
ま
し
た
。
重
湯
を
食
べ

さ
せ
た
り
、
着
物
も
着
せ

て
、
世
話
を
し
、
壊
れ
て

い
る
船
も
修
理
し
て
あ
げ

ま
し
た
。
船
の
乗
組
員
の

人
た
ち
が
、
国
元
へ
帰
っ

て
後
首
里
の
琉
球
王
府
に

黄
金
の
観
音
菩
薩
が
、
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
最
初

は
泡
瀬
の
奥
武
島
、
次
は

那
覇
の
奥
武
山
に
崇
め
さ
せ
た

が
、
つ
ま
づ
き
ご
と
（
ま
ず
い

こ
と
）
が
起
き
て
よ
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
事
細

か
に
調
べ
た
ら
、
遂
に
は
玉
城

間
切
り
奥
武
島
で
あ
る
こ
と
を

悟
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
成

り
行
き
か
ら
私
た
ち
の
奥
武
島

に
観
音
菩
薩
を
祀
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
観
音
菩
薩
を
祀
っ

て
か
ら
奥
武
島
は
、
そ
れ
ま
で

よ
り
も
優
っ
て
恵
み
豊
か
な
島

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
て
皆
さ
ん
！
「
お
互
い
に

助
け
合
う
真
心
」
「
祖
先
の
教

え
」
を
心
に
深
く
と
め
て
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
観
音
堂
の

こ
と
は
奥
武
島
の
昔
の
言
葉
で

「
う
く
ゎ
ん
ぬ
る
」
と
い
い
ま

す
。

私
た
ち
奥
武
島
の

人
は
い
つ
い
つ
ま
で
も

「
観
音
堂
」
を
崇
め
奉

り
和
気
あ
い
あ
い
と
心

一
つ
に
島
の
繁
栄
を
願
っ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！

令 和 ３ 年 度 定 時 総 会

◇ コロナ影響もろに ◇

令
和
３
年
度
定
時

総
会
が
５
月
28
日
午

後
2
時
か
ら
字
富
里

公
民
館
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
に
続
き
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
各
地

区
代
表
者
に
よ
る
開

労
者
と
し
て
前
理
事

長
知
念
進
氏
、
10
年

勤
続
会
員
８
名
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
7
面
参
照
）

「
重
点
課
題
は
？
」

財
政
基
盤
の
強
化

理
事
長

奥
原
則
和

前
期
に
引
き
続
き

２
期
目
の
理
事
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
昨
年
同
様
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
先
般
開
催

し
ま
し
た
令
和
３
年

度
の
定
期
総
会
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
考
慮

し
て
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
小
人
数
参
加

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に

は
趣
旨
を
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
っ
た
こ

と
に
ま
ず
は
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
今
年

度
も
そ
の
猛
威
は
衰

え
ず
、
沖
縄
は
第
４

波
の
緊
急
事
態
宣
言

を
発
令
し
ま
し
た
。

そ
の
中
、
当
セ
ン
タ
ー

は
会
員
に
感
染
者
を

出
さ
ず
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
が
、
就
業

時
、
日
常
生
活
時
に

は
マ
ス
ク
着
用
・
手

洗
い
等
の
励
行
で
、

感
染
拡
大
防
止
に
努

め
、
各
自
の
健
康
管

理
に
注
意
し
て
い
た

る
配
色
に
好
奇
な
虫
と

観
察
し
て
い
た
が
、
ハ

ル
サ
ー
に
と
つ
て
ト
ン

デ
モ
ナ
イ
く
せ
者
と
知

る
が
、
そ
ん
な
話
は
次

回
に
取
っ
て
お
こ
う
。

主
な
作
物
は
シ
ョ
ウ

ガ
栽
培
で
あ
る
が
、
島

ニ
ン
ニ
ク
少
々
、
も
ー

う
い
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、
な
ー

べ
ー
ら
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

2
株
計
6
株
。
こ
れ
だ

け
で
も
結
構
忙
し
い
。

仕
事
に
一
区
切
り
を
付

け
た
自
分
へ
の
ご
褒
美

に
庭
先
で
茶
碗
酒
を
処

遇
、
無
色
透
明
に
し
て

芳
醇
な
香
り
、
究
極
の

イ
ッ
ピ
ン
わ
が
島
の
酒
、

「
泡
盛
」
に
心
伏
す
ま

ま
に
芳
醇
な
ク
ー
ス
に

恋
し
て
「
漢
詩
」
の
一

編
を
思
い
出
す
。

年
年
同
じ
よ
う
に
咲

く
花
々
、
新
芽
が
吹
き

出
る
木
々
、
ニ
ン
グ
ヮ

チ
彼
岸
の
次
に
ウ
シ
ー

ミ
ー
、
幸
せ
も
た
ら
す

海
辺
は
ア
ー
サ
や
ツ
ノ

又
、
ス
ヌ
イ
と
キ
ラ
ザ
ー
、

わ
が
島
の
礁
池
は
命
の

揺
り
か
ご
、
必
ず
訪
れ

る
う
り
ず
ん
の
季
節
、

年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
。

し
か
し
、
人
は
去
年

と
今
年
同
じ
で
は
な
い
。

ア
ト
何
年
ピ
ン
ピ
ン
し

て
い
る
か
？
菜
園
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
に

ふ
り
ゆ
ん
た
く
、
世
界

に
誇
る
泡
盛
と
ミ
ミ
ガ
ー

さ
し
み
を
つ
ま
み
な
が

ら
気
が
合
う
者
同
士
で

談
笑
し
て
い
る
か
？
た
ー

が
ん
解
ら
ん
。
歳
歳
年

年
人
同
じ
か
ら
ず
。

戦

ユ
ー
ヌ
の
反
省
は
小
石

だ
け
が
鎮
座
す
る
お
墓

室
、
厳
し
く
も
冷
厳
な

事
実
で
あ
る
。

年
年
歳
歳

花
相
似
た
り

歳
歳
年
年

人
同
じ
か
ら
ず

劉
程
芝

「
代
悲
白
頭
翁
」
よ
り

島人の信仰厚い奥武観音堂

三蜜を避け行われた令和３年度定時総会

川平勇さん

（玉城地区）

催
と
な
り
ま
し
た
。

奥
原
則
和
理
事
長

は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

各
地
区
代
表
者
に
よ

る
定
時
総
会
に
な
っ

た
こ
と
や
昨
年
度
実

績
比
で
軒
並
み
大
幅

減
と
な
り
残
念
に
思

う
と
述
べ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
予
算
・

決
算
、
事
業
報
告
や

事
業
計
画
、
定
款
の

一
部
改
正
、
役
員
改

選
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
役
員
功

だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
２
年
度

の
事
業
実
績
は
、
契

約
高
、
就
業
延
人
数

と
も
前
年
比
を
下
回

る
厳
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー

事
業
に
と
っ
て
、
会

員
拡
大
と
就
業
拡
大

は
、
契
約
高
と
比
例

し
、
財
政
基
盤
の
強

化
に
つ
な
が
る
重
点

課
題
で
す
。
第
４
次

中
期
事
業
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
今
年
度
、

数
値
目
標
（
会
員
数
、

契
約
高
、
就
業
延
べ

人
員
等
）
の
達
成
に

向
け
、
役
員
、
職
員
、

会
員
で
連
携
・
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
就
業
に

関
わ
る
私
た
ち
の
資

本
は
、
健
康
な
自
分

の
体
で
す
。
就
業
時

に
は
作
業
手
順
を
守

り
、
事
故
や
ケ
ガ
の

な
い
よ
う
安
全
就
業

に
徹
し
て
、
自
分
自

身
を
大
切
し
て
く
だ

さ
い
。
今
年
度
も
皆

で
力
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。



佐敷地区
31.1％

知念地区

14.4％
玉城地区

25.6％

大里地区

28.9％

配分金 材料費 事務費

4月 65 306 886 115 3,791,296 500,977 567,335 4,859,608 37.6 

5月 12 309 727 96 2,946,442 613,504 440,952 4,000,898 31.1 

6月 33 311 1,245 108 5,189,774 1,123,528 777,212 7,090,514 34.7 

7月 45 310 1,470 114 6,136,198 1,388,668 939,310 8,464,176 36.8 

8月 32 308 1,196 105 5,114,870 1,007,666 789,068 6,911,604 34.1 

9月 32 313 1,381 119 6,028,572 1,670,611 940,474 8,639,657 38.0 

10月 36 309 1,607 121 6,802,384 1,340,161 1,058,924 9,201,469 39.2 

11月 45 308 1,545 125 6,713,955 1,681,618 1,055,297 9,450,870 40.6 

12月 43 306 1,490 125 6,435,751 1,384,434 1,022,948 8,843,133 40.8 

1月 28 308 1,321 121 5,649,405 1,042,018 898,878 7,590,301 39.3 

2月 24 309 1,484 125 6,228,424 1,323,463 973,429 8,525,316 40.5 

3月 40 305 1,465 123 6,245,947 1,465,223 969,986 8,681,156 40.3 

計 435 305 15,817 164 67,283,018 14,541,871 10,433,813 92,258,702 53.8 

令和２年度月別事業契約状況表

会員数

請　負　事　業

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

月
受注

件数

請負延

人員

就業

実人員

契　約　金　額　（円）

合 計
就業率

（％）

事　項

区  分 配分金 材料費等 事務費 合   計 千円単位切り捨て

0 0 0 0 0 0 0 0

1 25 178 177,600 56,460 26,640 260,700 260

2 18 1,442 6,919,900 809,540 1,037,985 8,767,425 8,767

0 1 0 0 0 0 0 0

17 22 881 2,215,450 19,500 332,523 2,567,473 2,567

0 0 0 0 0 0 0 0

27 39 630 3,683,484 266,490 564,829 4,514,803 4,514

19 6 244 1,179,150 86,075 188,721 1,453,946 1,453

0 28 0 0 0 0 0 0

13 8 424 2,391,100 942,147 365,912 3,699,159 3,699

356 158 12,018 50,716,334 12,361,659 7,917,203 70,995,196 70,995

上  段  計 435 305 178 15,817 67,283,018 14,541,871 10,433,813 92,258,702

下  段  計 435     15,817 67,283,018 14,541,871 10,433,813 92,258,702

公 共 事 業 54 8,564 35,274,315 10,547,148 5,417,710 51,239,173

一 般 企 業 等 116 5,211 21,213,450 1,354,044 3,243,262 25,810,756

個 人・家 庭 264 881 4,275,300 2,617,909 794,846 7,688,055

独 自 事 業 1 1,161 6,519,953 22,770 977,995 7,520,718

輸送・機械運転の職業

建設・採掘の職業

仕
事

の
分
類
実
績

就業

延人員（人

日）

契約金額（円）

令和２年度　請負・委任等事業実績
令和2年４月１日から令和3年３月３１日まで

公
共

・
民
間
別
実

績

民
間

事
業

受注

件数（件）

職群別

登録

会員数

（人）

就業

実人員

（人）

運搬・清掃・包装等の職業

管理的職業

専門的・技術的職業

事務的職業

販売の職業

サービスの職業

保安の職業

農林漁業の職業

生産工程の職業

職 群 別 実 績

男　性 女　性 合　計 構成比

79 16 95 31.1%

31 13 44 14.4%

67 11 78 25.6%

72 16 88 28.9%

249人 56人 305人 100.0%

玉　城　地　区

大　里　地　区

合　　　計

佐　敷　地　区

知　念　地　区

地　区　別　会　員　数

（２面）令和３年７月１日（木） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０２７号（７面）令和３年７月１日（木） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０２７号

令
和
２
年
度
事
業
実
績

新 役 員 紹 介
任期 令和3年5月28日より

令和5年次期役員が選任される日まで

理事長 奥原則和

（再任 出身 大里）

副理事長兼常務理事 中村正賢

（副理事長新任・他再任 出身玉城）

理事 平良芳彦

（新任 出身 玉城）

理事 平田清儀

（新任 出身 大里）

理事 城間安夫

（再任 出身 佐敷）

理事 城間幸一

（再任 出身 知念）

理事 城間みゆき

（再任 特別会員）

監事 西村 啓

（新任 特別会員

監事 安次富政常

（再任 出身 玉城）

理事 宮城光也

（再任 特別会員）

理事 新屋 勉

（再任 特別会員）

理事 大城正幸

（新任 出身 佐敷）

功
労
者
表
彰

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

令
和
3
年
度
功
労
者
表
彰
が
、

去
る
5
月
28
日
開
催
さ
れ
た
定

時
総
会
の
場
で
行
わ
れ
、
功
労

者
と
し
て
次
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

役
員
表
彰

前
理
事
長

知
念
進
氏

永
年
継
続
会
員
表
彰

長
浜
好
江
氏

金
城
善
秀
氏

仲
村
渠
安
則
氏

安
次
富
清
治
氏

平
良
芳
彦
氏

具
志
堅
正
光
氏

比
嘉
盛
正
氏

安
元
キ
ヨ
氏

※
今
後
と
も
ご

自
愛
と
ご
活
躍

を
祈
念
し
ま
す
。

会員の状況 （地区別構成比）

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員

勢
理
客
安
彦
さ
ん
着
任

粗
大
ご
み
電
話
対
応
に

安
谷
屋
悦
子
さ
ん
配
置

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
に

勢
理
客
安
彦
さ
ん
が
４
月
１
日

付
け
で
着
任
し
ま
し
た
。
前
任

の
酒
井
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴

う

も
の
で
、

勢
理
客
さ

ん
は

「
会
員
の
安
全
・
適
正
就
業
に

万
全
を
尽
く
し
た
い
。
」
と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
酒

井
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
員

の
ご
協
力
に
感
謝
し
、
こ
れ
か

ら
は
、
一
会
員
と
し
て
共
に
頑

張
り
ま
す
。
と
話
し
ま
し
た
。

酒
井
さ
ん
ご
苦
労
様
。

多
忙
な
粗
大
ご
み
収
集
電
話

対
応
に
５
月
10
日
付
け
で
安
谷

屋
悦
子
さ
ん
が
配
置
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
、
粗
大
ご
み
収
集

電
話
対
応
に
は
、
他
の
職
員
が

当
た
っ
て
き
ま
し
た
が
、
業
務

量
が
増
大
し
、
同
業
務
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
安
谷
屋
さ
ん
を

配
置
し
た
も
の
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
に

新
顔
さ
ん
登
場

知念氏のご功績をたたえ

奥原理事長が感謝状贈呈

※ 敬称略 順不同



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和元年度 月間合計 587,775 579,268 565,210 600,728 640,387 524,608 617,508 568,289 525,577 533,868 566,014 593,076

令和元年度 累計額 587,775 1,167,043 1,732,253 2,332,981 2,973,368 3,497,976 4,115,484 4,683,773 5,209,350 5,743,218 6,309,232 6,902,308

令和2年度 月間合計 485,936 276,012 647,785 676,614 644,987 608,154 632,016 567,050 579,249 481,492 480,150 570,460

令和2年度 累計額 485,936 761,948 1,409,733 2,086,347 2,731,334 3,339,488 3,971,504 4,538,554 5,117,803 5,599,295 6,079,445 6,649,905

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和元年度 月間合計 120 117 117 124 129 108 121 112 107 108 114 120

令和元年度 累計額 120 237 354 478 607 715 836 948 1,055 1,163 1,277 1,397

令和2年度 月間合計 95 54 124 128 122 115 125 110 114 97 96 114

令和2年度 累計額 95 149 273 401 523 638 763 873 987 1,084 1,180 1,294

令和２年度　派遣事業実績状況
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

公益社団法人南城市シルバー人材センター
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請
求

金
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ラ
フ
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線

グ
ラ

フ
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人
日

単
位

）

月
間

延
人

員
（棒

グ
ラ

フ
）（

人
日

単
位
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延人員 （令和2年度）
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度 月間合
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月間合計

令和元年

度 累計額

令和2年度

累計額

（６面）令和３年７月１日（木） (公社 )南城市シルバー人材センター広報 第０２７号（３面）令和３年７月１日（木） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０２７号

小
出
俊
夫
さ
ん

・
住
ま
い
は
知
念

・
趣
味
社
交
ダ
ン
ス

・
就
労
で
地
域
を
廻
り
地

域
の
こ
と
が
知
れ
た
。

・
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
好
き

〇

円

満
の
秘
訣
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス

〇
耳
鳴
り
も
ピ
ー
シ
ー
ア
ー

ル
と
音
が
す
る

〇
テ
レ
ワ
ー
ク
や
っ
て
み
た

い
が
俺
無
職

〇
返
納
は
免
許
証
よ
り
ま
ず

あ
な
た

〇
調
理
器
の
ブ
ザ
ー
音
に
返

事
す
る

〇
「
ラ
イ
ン
」
と
は
何
の
線

あ
ゝ
愛
し
の

ウ
チ
ナ
ー
グ
チ

畳
語
の
妙
味
畳
語
と
は
、

同
じ
単
語
や
言
葉
を
繰
り
返

し
使
っ
て
作
ら
れ
た
言
葉
で
、

畳
む
＝
重
ね
る
＝
繰
り
返
し

い
う
と
こ
ろ
か
ら
由
来
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

。

☆
オ
ー
ヨ
ー
コ
ー
ヨ
ー

う
ろ
つ
く
こ
と
。

☆
シ
ン
チ
ャ
ー
シ
ン
チ
ャ
ー

徐
々
に
寄
っ
て
く
る
こ
と
。

☆
サ
ン
ザ
ン
ク
ン
ザ
ン

散
々
。

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。

☆
ス
ソ
ー
ン
マ
ソ
ー
ン

粗
末
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。

☆
チ
ッ
プ
チ
ッ
プ

と
こ
ろ
、
ど
こ
ろ
。

ゆたさるぐとぅ うにげ～さびら

１

基
本
方
針

①

高
齢
者
の
入
会
促
進
と
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
多
様

な
就
業
機
会
の
確
保
、
拡
大
に

努
め
る
。

②

安
全
・
適
正
就
業
を
推
進
し
、

安
全
で
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
実
現
に
努
め
る
。

③

県
連
合
と
連
携
し
、
セ
ン
タ
ー

の
組
織
強
化
と
活
性
化
を
図
り
、

運
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

④

公
益
法
人
と
し
て
、
公
益
目

的
事
業
を
着
実
に
実
施
し
、
法

令
に
準
拠
し
た
適
切
な
運
営
に

努
め
る
。

２

数
値
目
標
（
第
四
次
中
期
事

業
計
画
令
和
３
年
度
目
標
）

①
会
員
数
３
６
１
名

②
契
約
高
1
億
20
万
1
千
円

③
就
業
率

70

％

④
就
業
延
人
員
１
８
５
百
人
日

⑤
就
業
延
人
員
（
派
遣
事
業
）

1
千
30
人
日

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
人
数

延
べ
２
９
０
名

３

実
施
計
画

(1)

雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時
的
か

つ
短
期
的
な
就
業
又
は
そ
の
他

の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
機

会
の
提
供

①

受
託
事
業

数
値
目
標

就
業
延
人
員
1
万
7
千
人
日

受
注
件
数

６
０
０
件

②

独
自
事
業

(2)

雇
用
に
よ
る
臨
時
的
か
つ
短
期

的
な
就
業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
に
係
る
就
業
機
会
の
提
供

①
有
料
の
職
業
紹
介
事
業

②
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
（
シ
ル

バ
ー
派
遣
事
業
）

(3)

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
又

は
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る

就
業
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を

付
与
す
る
た
め
の
講
習
会

①
技
能
講
習
会
の
実
施

(4)

上
記
(1)
～
(3)
の
事
業
を
推
進
す

る
た
め
の
諸
活
動
及
び
そ
の
他
の

社
会
参
加
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
諸
活
動

①
普
及
啓
発

ア
多
様
な
知
識
・
資
格
・
能
力
を

持
つ
高
齢
者
へ
事
業
参
加
の
呼
び

か
け

イ

シ
ル
バ
ー
広
報
紙
「
く
が
に
」

を
年
３
回

発
行

ウ

普
及
啓
発
促
進
月
間
（
１
０
月
）

の
推
進

エ

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
活
動
情
報

の
提
供

オ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
た
情
報

提
供

カ

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
チ
ラ
シ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布

②
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

ア

安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会

の
開
催

年
３
回

イ

安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
（
１

名
）
の
配
置
と
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施

ウ

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

（
７
月
）
の
推
進
（
安
全
・
適
正

就
業
推
進
大
会
含
む
）

エ
「
適
正
な
運
営
の
た
め
の
受
注

基
準
」
に
基
づ
く
受
注
の
徹
底

オ

安
全
・
適
正
就
業
に
関
す
る

朝
礼
で
の
情
報
提
供

③

調
査
研
究

④
就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大
等

ア

理
事
・
会
員
・
職
員
の
事
業

所
等
へ
の
開
拓
訪
問
の
実
施

イ

就
業
開
拓
員
（
１
名
）
の
配

置
と
就
業
開
拓
の
推
進

ウ

会
員
の
知
識
・
資
格
等
を
活

用
し
た
独
自
事
業
や
新
た
な
就
業

分
野
の
検
討

エ

チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
の
配
布

①

相
談
・
情
報
提
供

ア

市
内
在
住
高
齢
者
の
入
）
説

明
会
の
開
催
（
月
1
回
開
催
）

イ

高
齢
者
の
就
業
、
相
談
対
応

ウ

シ
ル
バ
ー
事
業
説
明
・
相
談

会
の
開
催
（
年
２
回
開
催
）

⑥

社
会
参
加
活
動
の
推
進

４
．
運
営
体
制

適
正
か
つ
効
率
的
に
運
営
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

①
運
営
体
制
の
充
実

②
事
務
局
体
制
の
充
実

③
会
議
の
開
催

ア

定
時
総
会
の
開
催

イ

理
事
会
の
開
催

ウ

三
役
会
議
の
開
催

エ

そ
の
他
必
要
な
会
議
の
開
催

④
関
係
行
政
機
関
及
び
各
種
団
体

と
の
連
携
促
進

ア
数
値
目
標

就
業
延
人
員

1
千
５
百
人
日

公
益
社
団
法
人

全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会

シ
ル
バ
ー

川

柳

入
選
作
品

吉
元
光
子
さ
ん

・
住
ま
い
は
玉
城

・
趣
味
は
健
康
体
操

・
健
康
維
持
や
仲
間
が
増
え

入
会
し
て
楽
し
い
。

・
好
き
な
食
べ
物
野
菜
料
理

上
里

朗
さ
ん

・
住
ま
い
は
大
里

・
趣
味
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

月
1
回
は
海
へ
行
く

・
就
労
し
て
地
域
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

・
食
べ
物
納
豆
以
外
好
き

ハイサイ・はいたい 会員デービル



（４面）令和３年７月１日（木） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０２７号（５面）令和３年７月１日（木） (公社)南城市シルバー人材センター広報 第０２７号

シ ル バ ー パ ワ ー

全 開 中
共働・共助・自主・自立はシルバーの理念

「ジャンケンポン」 打順を決めるのも公平に

あれ～ボクの番かなー？

和気あいあいとコースに挑む前にパチリ

「まてぃよ～」慎重に！慎重に！

うれしい～理事長表彰に思わず笑顔

ガッツポーズ あきさみよ～ 玉の行方は？

交流会の前にボランティア活動

スコア係も楽ではありません。

令和3年新春会員交流グランドゴルフ大会特集

《７月はシルバー事業》
「安全・適正就業強化月間」

１ 目 的

高齢者にとって、安全であることは、重要な
要素であるが、令和２年度も県内では、１０２
件の事故が発生しており、事故防止対策の強化

が求められているところである。
このため、令和３年度安全・適正就業推進計

画に基づき、７月を「安全・適正就業」強化月
間と定め、県連合と各拠点センターが一体となっ
て安全・適正就業に対する意識の高揚に努める

こととする。
２ 安全・適正就業強化月間の実施期間

令和３年７月１～同年７月３１日まで

３ 全国統一スローガン
「いつまでも 働く喜び 無事故から」

４ シルバー人材センターで取り組む事項、

（１）安全・適正就業委員会の開催、安全・適正

就業対策基本計画の策定及び事故の要因分析

と具体的な防止策の徹底

（２）重篤事故につながる作業は受託しないこと

（３）ヒヤリ・ハット体験事例を収集し、要因を

分析した対策を講じた事故の防止の徹底

（４）損害賠償責任保険事故の防止

（５）就業途上における交通事故の防止

（６）安全就業対策の総点検の実施

（７）安全就業の研修及び点検

（８）「適正就業ガイドライン」に沿った業務運

営の実施

（９）会員からの安全標語の募集、シルバー人材

センター・施設・就業現場等への安全標語、

垂れ幕、ノボリ等の掲示などによる会員すべ

ての安全意識の徹底

（10) 会報等への安全意識啓発のための特集記事

の掲載

（11） 会員に対して安全意識啓発及び情報の共有

化を図るための資料等の配布など

（12） 月間中における「安全意識高揚の日」の設

定及び安全表彰の実施

『 ひとり１人の注意と気づきが

安全・適正就業への近道』

狙いは？

ホ ール イ ン

ワン

思いを一打に込め！


